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ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
と
は
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
か
ら
半
ば
の

時
期
に
世
界
の
各
市
場
で
輸
出
を
増
加
さ
せ
た
日
本
に
対
し
、
低
い
賃
金

水
準
や
劣
悪
な
労
働
条
件
を
利
用
し
て
海
外
市
場
に
廉
売
を
お
こ
な
っ
て

い
る
と
し
た
、
諸
外
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
非
難
で
あ
る
。

一
九
二
九
年
秋
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
暴
落
を
端
緒
と
し
た
世
界

大
恐
慌
に
よ
り
、
一
九
三
〇
年
代
の
世
界
各
国
は
深
刻
な
不
況
下
に
陥
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
金
解
禁
政
策
に
と
も
な
う
緊
縮
政
策
も

重
な
っ
た
日
本
の
経
済
も
、
一
九
三
〇
年
代
初
頭
に
は
大
き
な
打
撃
を
受

け
た
。
し
か
し
、
一
九
三
一
年
十
二
月
に
若
槻
礼
次
郎
民
政
党
内
閣
か
ら

犬
養
毅
政
友
会
内
閣
へ
政
権
が
移
り
、
高
橋
是
清
蔵
相
に
よ
る
、
い
わ
ゆ

る
高
橋
財
政
が
展
開
さ
れ
て
い
く
中
で
、
日
本
は
他
国
に
先
駆
け
て
景
気

回
復
を
実
現
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
ず
、
高
橋
財
政
の
施
策
と
し
て
、
日
銀
引
き
受
け
に
よ
る
赤
字
国
債

の
発
行
で
調
達
し
た
資
金
で
財
政
支
出
を
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
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ダ
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ピ
ン
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に
つ
い
て
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ャ
ル
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ダ

ン
ピ
ン
グ
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

国
内
市
場
の
景
気
が
刺
激
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
財
政
支
出
拡
大
に
よ

る
景
気
回
復
策
は
、
軍
事
費
や
軍
需
産
業
の
拡
大
な
ど
満
州
事
変
以
来
の

中
国
大
陸
へ
の
軍
事
的
進
出
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
も
あ
り
、
一
九
三
三

年
の
国
際
連
盟
か
ら
の
脱
退
通
告
な
ど
、
国
際
社
会
か
ら
距
離
を
置
き
始

め
る
動
き
を
見
せ
る
日
本
へ
の
欧
米
諸
国
の
視
線
は
次
第
に
厳
し
い
も
の

に
な
っ
て
い
っ
た
。
経
済
的
問
題
は
政
治
的
な
問
題
に
も
関
連
し
て
い
か

ざ
る
を
得
な
い
時
代
状
況
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
景
気
回
復
を
も
た
ら
し
た
も
う
一
つ
の
重
要
な
要
因
が

輸
出
の
増
加
で
あ
っ
た
。
高
橋
蔵
相
は
一
九
三
一
年
末
の
犬
養
内
閣
成
立

後
、
直
ち
に
金
輸
出
再
禁
止
措
置
を
と
っ
た
。
こ
う
し
て
円
の
為
替
相
場

は
大
幅
に
暴
落
し
、
そ
の
後
も
高
橋
は
円
の
為
替
相
場
を
低
位
に
安
定
さ

せ
る
低
為
替
政
策
を
と
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
輸
出
促
進
効
果
を
も
た
ら
す

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
日
本
は
綿
織
物
（
綿
布
）
や
雑
貨
な
ど
の
輸
出

を
増
加
さ
せ
て
い
っ
た
が
、
特
に
海
外
か
ら
の
強
い
批
判
・
反
発
の
対
象

と
な
っ
た
も
の
は
日
本
の
綿
布
輸
出
で
あ
っ
た
。
低
為
替
相
場
に
加
え
、

日
本
の
綿
布
製
造
業
は
一
九
二
〇
年
代
か
ら
技
術
の
高
度
化
や
品
質
管
理
、

組
織
改
革
な
ど
に
よ
る
合
理
化
を
進
め
、
さ
ら
に
恐
慌
下
で
の
労
働
強
化

な
ど
に
よ
る
「
合
理
化
」
の
成
功
で
国
際
競
争
力
を
高
め
て
い
た
。
こ
う

し
て
日
本
の
綿
布
輸
出
は
急
増
し
て
い
き
、
一
九
三
三
年
に
は
イ
ギ
リ
ス

を
抜
き
、
日
本
の
綿
布
輸
出
量
は
世
界
最
大
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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の
商
品
が
高
賃
金
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
に
流
入
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
当

該
産
業
の
衰
退
を
招
来
し
、
そ
の
こ
と
が
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
賃
金
引
下
げ
、

生
活
水
準
の
低
下
に
つ
な
が
る
と
批
判
し
た
。
こ
れ
に
対
し
日
本
の
産
業

界
は
、
質
素
な
生
活
様
式
と
い
っ
た
文
化
的
差
異
な
ど
日
本
の
特
殊
性
を

訴
え
た
。

さ
ら
に
、
同
年
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）
総
会
に
お
い
て
、
イ
ギ

リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ン
ド
の
代
表
に
よ
り
日
本
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ダ
ン

ビ
ン
グ
に
よ
っ
て
海
外
市
場
侵
略
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
批
判
が
提
起
さ

れ
、
日
本
で
の
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
一
九
三
四
年
四
月

に
Ｉ
Ｌ
Ｏ
事
務
局
次
長
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
モ
ー
レ
ッ
ト
が
来
日
し
、
同
年
秋

に
報
告
書
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
報
告
書
で
は
、
労
働
条
件
に
つ
い
て
は

お
お
む
ね
良
好
で
あ
る
こ
と
、
名
目
貨
幣
賃
金
が
低
い
の
は
事
実
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
日
本
の
一
般
的
生
活
水
準
の
低
さ
や
生
活
様
式
の
簡
素
さ
に

よ
っ
て
補
わ
れ
う
る
も
の
で
あ
り
、
機
械
・
設
備
・
労
働
組
織
の
優
秀
性

に
よ
っ
て
高
生
産
能
率
が
達
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
否
定
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
為
替
ダ

ン
ピ
ン
グ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
と
す
る
日
本
へ
の
批
判
は
そ
の

後
も
な
お
継
続
し
、
こ
の
報
告
は
日
本
へ
の
批
判
を
抑
制
す
る
に
は
至
ら

な
か
っ
た

さ
て
、
こ
う
し
た
日
印
間
で
の
綿
布
を
め
ぐ
る
貿
易
摩
擦
の
激
化
に
対

処
す
べ
く
、
一
九
三
三
年
九
月
か
ら
、
そ
の
解
決
策
を
図
る
た
め
の
外
交

改
め
て
当
時
の
世
界
の
動
向
に
目
を
向
け
る
と
、
世
界
大
恐
慌
の
発
生

に
加
え
、
一
九
三
〇
年
の
米
国
関
税
改
正
に
よ
る
大
幅
な
関
税
引
き
上
げ

に
も
刺
激
を
受
け
、
世
界
各
国
は
保
護
主
義
的
な
方
向
へ
向
か
っ
て
い
く

状
況
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
三
二
年
の
英
帝
国
経
済
会
議
（
オ
タ
ワ

会
議
）
で
英
帝
国
内
の
特
恵
関
税
制
度
が
強
化
拡
大
さ
れ
て
い
く
な
ど
、

ブ
ロ
ッ
ク
経
済
化
の
動
き
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
英
帝
国
内
市
場
で
の
日
本
の
綿
布
輸
出
へ
の
対
抗
手
段
が
顕

著
に
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
の
が
、
英
領
イ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
で
は

日
本
製
綿
布
輸
入
の
増
加
に
対
す
る
対
策
と
し
て
、
一
九
三
〇
年
以
降
、

綿
業
保
護
法
の
制
定
や
数
回
に
わ
た
る
綿
布
関
税
の
引
上
げ
が
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
一
九
三
三
年
四
月
、
産
業
保
護
法
の
制
定
に
よ
り
国
内
綿
産
業

保
護
を
図
る
と
と
も
に
日
印
通
商
条
約
の
廃
棄
を
通
告
し
、
同
年
六
月
に

は
日
本
製
綿
布
に
対
す
る
関
税
を
七
五
％
に
ま
で
引
き
上
げ
た
。
こ
れ
に

対
し
、
日
本
の
産
業
界
側
で
は
大
日
本
紡
績
連
合
会
が
イ
ン
ド
棉
不
買
を

決
議
し
、
イ
ン
ド
の
動
き
に
対
抗
姿
勢
を
示
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
同
時
期
の
一
九
三
三
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
英
国
産
業
連
盟
会
調

査
報
告
書
「
日
貨
進
出
の
脅
威
」
で
は
、
日
本
の
不
公
正
な
競
争
と
し
て
、

特
に
為
替
ダ
ン
ピ
ン
グ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
主
張
し
て
い
た
。

為
替
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
関
し
て
は
、
日
本
政
府
が
財
政
赤
字
の
拡
大
と
金
融

緩
和
に
よ
っ
て
為
替
切
下
げ
を
行
い
、
し
か
も
そ
れ
を
放
任
し
て
い
る
と

し
、
ま
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
、
す
な
わ
ち
低
賃
金
に
よ
る
日
本
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交
渉
で
あ
る
日
印
会
商
（
シ
ム
ラ
会
商
）
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
二
〇
年
代
の
国
際
社
会
で
は
、
経
済
・
通
商
の
方
面
で
も
国
際
連
盟

を
中
心
に
多
国
間
で
の
協
議
に
よ
る
国
際
協
調
の
可
能
性
が
模
索
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
世
界
大
恐
慌
下
で
開
催
さ
れ
た
一
九
三
三
年
の
ロ
ン
ド

ン
国
際
経
済
会
議
が
早
い
段
階
で
挫
折
し
て
解
散
と
な
る
な
ど
、
三
〇
年

代
は
二
国
間
交
渉
に
よ
る
互
恵
主
義
的
対
応
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
時
代

で
も
あ
っ
た
。

綿
業
界
を
は
じ
め
と
し
た
産
業
界
で
は
対
立
・
対
抗
姿
勢
を
示
す
こ
と

が
多
か
っ
た
が
、
日
・
英
と
も
政
府
筋
の
対
応
姿
勢
は
産
業
界
と
は
一
線

を
画
し
て
い
た
。
日
英
双
方
と
も
両
国
間
の
関
係
安
定
の
重
要
性
を
重
視

し
て
い
た
。
例
え
ば
日
印
会
商
の
代
表
の
出
発
に
際
し
、
沢
田
節
蔵
主
席

代
表
に
対
し
牧
野
伸
顕
は
、
日
英
関
係
が
転
換
点
に
さ
し
か
か
っ
て
お
り
、

通
商
交
渉
に
と
ど
ま
ら
ず
重
要
な
政
治
的
使
命
も
あ
る
任
務
、
と
述
べ
た

と
さ
れ
る
。
会
商
の
成
果
は
、
イ
ン
ド
側
で
も
期
待
さ
れ
て
い
た
。

日
印
会
商
で
の
交
渉
の
結
果
、
一
九
三
四
年
七
月
に
、
日
本
の
対
イ
ン

ド
綿
布
輸
出
四
億
ヤ
ー
ド
と
イ
ン
ド
の
対
日
棉
花
輸
出
一
五
〇
万
俵
と
い

う
綿
布
・
棉
花
の
バ
ー
タ
ー
制
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
日
印
通
商
条
約
が
新

た
に
調
印
さ
れ
、
イ
ン
ド
は
輸
入
棉
花
関
税
を
五
〇
％
へ
引
き
下
げ
、
日

本
も
輸
出
組
合
設
立
に
よ
る
輸
出
量
の
自
主
規
制
を
行
う
こ
と
で
解
決
が

図
ら
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
後
一
九
三
四
年
に
は
、
日
英
綿
産
業
界
間
で
の
利
害
調
整
を
図
っ

た
日
英
会
商
や
蘭
領
東
イ
ン
ド
市
場
を
め
ぐ
る
通
商
問
題
を
交
渉
案
件
と

し
た
日
蘭
会
商
が
開
催
さ
れ
た
。
日
英
会
商
、
日
蘭
会
商
は
そ
の
場
で
の

成
果
を
収
め
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
蘭
印
市
場
に
関
し
て
は
、
そ
の

後
の
日
本
は
紳
士
協
定
を
履
行
し
、
協
調
的
姿
勢
は
維
持
さ
れ
た
。
な
お
、

こ
う
し
た
通
商
交
渉
に
よ
る
妥
協
の
成
立
の
背
景
と
し
て
、
綿
産
業
の
よ

う
な
製
造
業
の
利
害
よ
り
も
、
シ
テ
ィ
ー
な
ど
の
金
融
的
利
害
の
方
が
政

府
の
政
策
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
の
、「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ

ン
資
本
主
義
」
に
基
づ
く
観
点
か
ら
、
こ
う
し
た
通
商
摩
擦
・
交
渉
を
分

析
し
て
い
く
研
究
も
あ
る
。

さ
て
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
世
界
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
状
況

の
中
、
日
本
の
輸
出
品
増
加
に
対
す
る
反
発
と
し
て
、
為
替
ダ
ン
ピ
ン
グ
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
と
す
る
諸
外
国
か
ら
の
日
本
へ
の
批
判
が
高

ま
っ
た
。
そ
れ
が
日
本
と
諸
外
国
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
に
お
け
る
互
い
へ
の

対
立
感
情
を
生
み
出
し
、
政
治
的
な
問
題
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ

た
面
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
通
商
（
貿
易
）
摩
擦
の
問
題
に
対

し
て
、
二
国
間
交
渉
に
よ
り
一
定
程
度
相
互
依
存
関
係
の
調
整
が
図
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
日
本
は
一
九
三
六
年
頃
ま
で
は
、
通
商

摩
擦
の
面
か
ら
外
交
的
選
択
肢
を
狭
め
ら
れ
る
よ
う
な
世
界
的
孤
立
状
況

に
陥
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ

う
。�
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）


